
 
新学習指導要領で育成が求められている英語力は、表面的な英語の理解にとどまらず、多様な

人々との対話の中で、目的、場面や状況に応じて適切な言語材料を思考・判断し、表現するとい

う高次の能力である。本分科会では、深い思考力と豊かな表現力を育成する具体的手法を探りな

がら、高次の能力の育成法について考え、参加者と意見交流をする。 
 

 
本分科会では、「豊かな表現力につながる思考力の涵養」をテーマに、パフォーマンス課題・評

価に焦点を当て、講義、実践発表及び質疑応答を行った。外国語科の新高等学校学習指導要領で

は、各学校段階の学びを接続させるとともに、「外国語を使って何ができるようになるか」を明確

にする観点から外国語科の目標が設定されている。本分科会では「外国語を使って何ができるよ

うになるか」について焦点化し、その指導に有用であるパフォーマンス課題・評価の理解を深め、

より広く高校で実践していくことをねらいとした。 

 また、本年度は他県の取り組み状況から新しい視点を取り入れることを目的として、福井県立

敦賀高等学校での取り組みを同校教諭の牧野剛士氏に報告していただいた。 

初めにコーディネーターが、本分科会の導入として、新高等学校学習指導要領の外国語科改訂

の趣旨及び要点を確認し、現行学習指導要領との目標の違いを提示した。そして新学習指導要領

の目標を具現化するにはパフォーマンス課題・評価の活用が有効であると定義づけた。 

 続いて、牧野氏より勤務校である敦賀高等学校で取り組んでいるパフォーマンス課題・評価に

ついての実践発表がなされた。牧野氏が授業を展開する上でテーマにしているのは、(１)「意見・

考え」をやり取りできる仕掛けをつくる、(２)「４技能」を可能な限り取り入れる、(３) 度胸を

つける、(４) 教師自身が勉強・工夫し色々試してみる、という４点である。同校勤務中に福井大

学大学院で２年に渡って自己研鑽を積んだ牧野氏は、「言語を使う時点で必ず意見を伴う」という

学びのもと、生徒が自分の意見や考えをやり取りする活動を必ず授業に取り入れている。授業で

用いる豊富なワークシートと生徒の実践動画を提示しながら、意見と考えをやり取りさせるため

に取り組んでいるパフォーマンス課題・評価の実践について丁寧に解説をされた。 

 取り組みの成果として、生徒たちが大学入試センター試験で得点を上昇させていることや、デ

ィベート大会で好成績を挙げたことなどを実例に、パフォーマンス課題に取り組むことで生徒の

英語処理能力が高まっていること、実際に英語を使う場面が増えることで授業に対する生徒のモ

第５分科会【英 語】 

豊かな表現⼒につながる思考⼒の涵養を⽬指して 
 
    
 

報告者▸    牧野 剛⼠（福井県⽴敦賀⾼等学校教諭） 
報告者▸    今井由美⼦（同志社⼥⼦⼤学表象⽂化学部英語英⽂学科准教授） 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ▸ 藤⽥ 五樹（京都府教育委員会⾼校教育課指導主事） 

概 略 
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チベーションが高まっていることを挙げられた。パフォーマンス課題・評価に取り組むことで語

彙力・構文力をはじめとした英語の知識が深まらないという課題が出てくるが、家庭学習の指導

と週に１度の長文・文法の解説授業の展開で対応していることも併せて伝えられた。 

 牧野氏に続き、同志社女子大学の今井准教授よりこれからの英語教育として４技能５領域を見

据えたアウトプットへの指導について講話をしていただいた。講話にあたり冒頭で「コミュニケ

ーションのための４つのスキルとそれらをとりまくもの」という形で、言語を学ぶ際に行われる

過程を図式化し、言語を学ぶということ自体がどれほど困難なことであり、その学習過程にある

生徒たちは日々努力を重ねていることを解説し、その努力を讃えるべきであるという点を強調さ

れた。そしてパフォーマンス課題の実践に向けて、アウトプット活動につながるインプットとし

ての「しかけ」「モデル（見本）」「目標」の重要性と、その評価の仕方について詳細に説明された。 

学習者に使わせたい語彙・表現・組み立て方法などを提示する「しかけ」、生徒たちに目標とす

べきものを具体的にイメージさせるために１年前の先輩の記録を残し生徒に提示する「目標」、欲

張りすぎずに基本は３段階の簡単なスケールで行う「評価」について具体的な説明を加えながら、

パフォーマンス課題・評価について定義をいただいた。自身の研究主題である音声学指導での実

例も踏まえながら、大学にて行っている実践例も数多く提示されたので、参加者にとっても実践

にあたって実際にすべきことがイメージできる有意義な講話となった。 

 

 
以下の質疑応答がなされた。 

・「英作文のテストにおいて評価の基準を示されているが、どのような観点で基準を設定している

のか」 

 →生徒に評価の観点を示すために基準を示しているが、実際に採点をする際にはどうしても主

観的な判断で基準に照らし合わせている面は否めない。評価をいかにして客観的なものにす

るのかについては現在も試行錯誤しながら研究しており、今後も課題としたいと考えている。 

・「小学校での英語教育が始まることにより、例えば小学校の時点で英語に苦手意識を持ち英語嫌

いになった場合、英語が嫌いな期間が長くなることを大変危惧している。英語に対して苦手意

識を持っている生徒の気持ちの持って行き方について何かアドバイスがあればお願いしたい」 

 →・英語の指導や英語を学習することに対して、教員自身が楽しむことが必要ではないか。英

語を学ぶことに対して楽しむ気持ちを伝えることが大切だと思っている。 

  ・パフォーマンス課題に対応することを通して、生徒に達成感を持たせることが大切だと考

えている。 

  ・小学校の時点でハードルの高いことを課すのではなく、まずは日本語と英語の違いに対し

て気づきを増やしていくような活動を心がけてみるのがよいのではないか。 

 

 
パフォーマンス課題・評価に関して、牧野氏の創意工夫ある多様な活動の提示、今井准教授の

自身の研究と実践に基づく説得力ある定義を通じて分科会参加者にもパフォーマンス課題・評価

全体討論の内容 

到達点と今後の課題 
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の具体的手法とともに、実践に向けての心構えや考え方がしっかり伝わった。パフォーマンス課

題・評価の必要性を感じながらも、具体的な実践に取り組めていない学校にも、パフォーマンス

課題・評価の理念と実践法が伝わる大変参考となる発表になった。 
 大学入学共通テストにおいて民間の資格・検定試験の活用は見送られたが、英語教育において

４技能の育成が重要であることに変わりはない。今回の見送りを受けて４技能指導への関心が薄

らぐことがないよう、効果的な取り組みについて広く周知する取り組みを継続して進めていくこ

とが重要である。 
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パフォーマンス課題に取
り組むために授業で何を
すべきか

福井県立敦賀高等学校
英語科 牧野剛士

豊かな表現力
につながる思
考力の涵養を
目指して

１ 敦賀高校の概要

・創立以来約110年の歴史を誇

る、地域に根ざした公立高

等学校

・普通科（６クラス）・商業

科（１クラス）・情報経理

科（１クラス）の３学科８

クラス

※来年度から探究科（２クラ

ス）設置予定

１ 敦賀高校の概要（クラス編成）

学科 コース
入学者定

員
クラス数

普通科

進学クラス
３クラス

約200名

3

特進クラス
２クラス

2

S特進クラス
１クラス

1

商業科 １クラス 約30名 1
情報経理科 １クラス 約30名 1

１ 敦賀高校の概要（クラス編成）

２年次からは

文理混合Ｓ特進クラス(１クラス)

文理混合特進クラス（１クラス）

  理系進学クラス(１or２クラス) 

  文系進学クラス(２or３クラス)

→ 進路別・習熟度別に編成

大 学（４年制）
国公立大学
東京大(1) ・大阪大(3)・神戸大(4) ・名古屋大(2)
筑波大(3) ・広島大(3) ・岡山大(4) 等多数
敦賀市立看護大(6)・福井大(20) ・福井県立大(26) 
金沢大(11)・滋賀大(８) 

私立大学
早稲田大(2)・慶応大(1) ・東京理科大(7)・明治大(3)
同志社大(5) ・立命館大(9) ・関西学院大(5) ・関西大(7)
龍谷大(18) ・近畿大(23) 等多数（指定校も多数）

１ 敦賀高校の概要（主な進学先） ２ 現在の英語教育を取り巻く現状

(1) 学習指導要領の改訂

・中学校外国語学習指導要領
（2017年告示／2021年実施）

・高等学校外国語学習指導要領
（2018年告示／2022年実施）

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6
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４技能・５領域
「聞くこと」「読むこと」「書くこと」
「話すこと（やりとり）」「話すこと（発表）」

２ 現在の英語教育を取り巻く現状
(2) 改定のポイント・小中高における外国語教育の変更点

やり取り（interaction）
→即興的な会話やディスカッシ

ョン、ディベートなど

発表（production）
→スピーチやプレゼンテーションなど

・2020年度より小学校3、4年次で「外国語活動」が
始まり、5、6年次から教科「外国語」が導入

・中学校でも「授業を外国語で行うことを基本」と
いう文言が

・現在の高校の２年生が３年生になった時から４技
能入試の導入（各種外部テスト）

さらに「話すこと」が重視される傾向
（パフォーマンス課題が重要に）

２ 現在の英語教育を取り巻く現状
(2) 改定のポイント・小中高における外国語教育の変更点

コミュニケーション英語の授業において「意見・考え」をや
りとりする活動を必ずreadingの前後に取り入れる【資料１】
→「話すこと（やりとり）」、pre-reading活動は読みに対す
る動機づけにもなる

３ 英語授業で心がけていること
(1) 「意見・考え」をやり取りできる仕掛け

英語表現の授業においても「意見・考え」を取り入れた活動
を取り入れる【資料２】→「話すこと（やりとり）」

３ 英語授業で心がけていること
(1) 「意見・考え」をやり取りできる仕掛け

「意見・考え」を英語でやりとりすることで

３ 英語授業で心がけていること
(1) 「意見・考え」をやり取りできる仕掛け

→英語でのコミュニケーションの機会が増える

→生徒が主体の授業が展開できる
（うなずき、笑いなどが授業中多く見られる）

→教師自身が英語の授業を楽しめる

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
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コミュニケーション英語の授業で不足しがちなライティング

３ 英語授業で心がけていること
(2) 「４技能」を可能な限り取り入れる

→chapterごとにテーマに関する英作文を書く（「自
由英作文」はコミュ英、英表の両方で必ずテストに
出題、添削したものをそのまま出題）【資料３】

コミュニケーション英語の授業で不足しがちなライ
ティング

３ 英語授業で心がけていること
(2) 「４技能」を可能な限り取り入れる

→「think & writeノート」
（ノートを半分に切ったもの）【資料４】

英語表現の授業で不足しがちなリーディング

３ 英語授業で心がけていること
 (2) 「４技能」を可能な限り取り入れる

→最後に書いた英作文をグループ内で読み回すことで
補う【資料２】

「意見・考え」をやりとりする活動を行っ
た後、くじで１ペア選び、教室の前にでて
きてもらって１分間話す

３ 英語授業で心がけていること
(3) 度胸をつける

パフォーマンステスト
（show & tell、プレゼン）→「話すこと（発表）」
（ディベート）→「話すこと（やりとり）」
＜学期に１～２回は必ずパフォーマンステスト

を行い、成績の２～３割として評価＞

３ 英語授業で心がけていること
(3) 度胸をつける

実際に両方のバージョンのパフォーマンステストの
様子を御覧ください

「音読テスト」＋「retelling (chapterごと、発
話量・内容・英語技能面で評価)」

３ 英語授業で心がけていること
 (3) 度胸をつける

スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18
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ＴＥＦＬ委員会での活動【資料５】【資料６】

３ 英語授業で心がけていること
(4)教師自身が勉強・工夫し、色々試してみる

ワードカウンター変形バージョン【資料７】

３ 英語授業で心がけていること
 (4)教師自身が勉強・工夫し、色々試してみる

大型タイマーの導入
(成果の視覚化、タイムプレッシャー、発話量増加)

３ 英語授業で心がけていること
(4)教師自身が勉強・工夫し、色々試してみる

・生徒の処理能力が高まる
→資格試験の合格者増

センター試験での点数アップ
ディベート大会での活躍

４ 実践から見えてきた成果・課題
 (1)成果

・生徒の英語授業への動機が高
まる

・知識面・英文量での不足や受験対策

４ 実践から見えてきた成果・課題
(2)今後の課題

→家庭学習との連携（単語・構文テストなどを
  用いて確認）、宿題（多読教材など）

→思い切って、週に１時間だけは明示的な指導
（長文の読み方、文法等の解説など）

・評価ルーブリックの見直し

４ 実践から見えてきた成果・課題
(2)今後の課題

スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24
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上山晋平 (2018). 『はじめてでもすぐ実践
できる！中学・高校 英語スピーキング
指導』 東京：学陽書房

大下邦幸 (2014). 『意見・考え重視の視点
からの英語授業改革』 東京：大修館書店
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テーマ︓豊かな表現⼒につながる
思考⼒の涵養を目指して

同志社女子大学 表象文化学部 英語英文学科

准教授 今井由美子

第17回高大連携教育フォーラム 2019年12月7日（土）
キャンパスプラザ京都

第5分科会【英語】

涵養（かんよう）︓⾃然にしみこむように、養成すること
無理のないようだんだんに養い作ること

これからの英語教育
４技能５領域を⾒据えたアウトプットへの指導

新学習指導要領
外国語によるコミュニケーションにおける⾒⽅・考え⽅
を働かせ、４技能の五つの領域別の言語活動及び複数の
領域を結びつけた統合的な活動を通して、総合的に指導
する

「聞くこと」、「読むこと」、
「話すこと（やり取り）」、「話すこと（発表）」、
「書くこと」

コミュニケーションの
ための
４つのスキルと
それらをとりまくもの やりとり

発表

図３. コミュニケーションのための4つのスキルとそれらをとりまくもの
（今井、2019）

ＥＦＬ学習者が
求められる
５つの項目と
レベル別重要度

図１．Higgs の第二言語学習における5つの学習項目とレベル別重要度
（図中の縦線と凡例の番号は筆者による）

Vocabulary

Grammar

Pronunciation

Fluency

Sociolinguistics

発音の重要性は？

初級レベル➡・学習語の母音・子音の基本的な発音
（音声学的要素）について学ぶ時期
・母語との違いを意識した学習
・とにかく最初は覚えた単語や文を

音声として口から出すこと

上級レベル➡・より流暢に言語を操るため、より豊か
                             で複雑な表現を可能にするため、

 強勢、リズム、イントネーションなど
（音韻論的要素、かぶせ音素）につ
いて学ぶ 時期

＊発音の重要性 ≦ 単語や文法の重要性
＊豊富な語彙と言語を理解するための文法を基盤に、
    意味のあるやりとりができること、相手や状況を踏ま
    え対話ができることが重要
＊発音において学習者に求められるのは、

誤解されないレベルでの正確さ

①

English as a global language

日本語を母語とする英語学習者

ネイティブのような
発音への憧れ

きれいな発音

英語のネイティブ・スピーカーではないのだから、
ネイティブ・スピーカーのように話す必要はない…

ネイティブ・スピーカー
の前では緊張してしまう

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6
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語彙の重要性
発信⼒を⽀える語彙

図２. 投野（2015, p. 17）による語彙力のイメージ

2000語

パフォーマンス評価
の必要性

「テストをして終わ
り」では知識を確認し

ているだけ

総合的な⼒
（思考⼒・判断⼒・
表現⼒）で発揮でき

る課題

アクティブ・ラーニング

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

内容の検討
「本当にそれは必要か」

機会・経験の提供
「授業の中で発表の機会があるか」

                パフォーマンス
 

EFL環境の
⽇本ではとて
も⼤事なこと

アウトプットにつなげるインプット

「目標」
1年前の先輩の姿を記録に残し「こんなふうになるよ」を⽰す

「モデル（⾒本）」
教師が「まずやってみせる」…よい⾒本となる、先⽣も緊張する、間違える

⽣徒は安心する、励まされる

「しかけ」※
学習者に使わせたい語彙・表現・組み⽴て⽅法などを提⽰（ヒント）
何もしかけを与えず、「では話してください」では大学⽣でも困難

評価するということ

「自己評価」
pre-, post- ⽐較︓同じ課題を学年始め（4月）と学年末（2月）
記録（録画）︓ビデオやスマホ、 iPadなどを⼿軽に利⽤
記録（録⾳）︓CALL教室で録⾳し⾳声ファイルを提出、スマホで録⾳

「記録は語る」
メタ認知知識︓⾃分の短所や⻑所など、⾃分⾃⾝について知っている知識
メタ認知技能︓メタ認知的知識を把握した上で、現在の⾃分⾃⾝がどうか

確認したり、対策を講じたりする能⼒

何を評価するか

「あれもこれもと欲張らない」今回は何を⾒るか

「簡単なスケールで」※ 基本は３段階

「生徒に評価させる」※ 評価表にはサインを

「自分もこのように評価される」目標を明確に
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アウトプットにつなげるインプット

「しかけ」※
学習者に使わせたい語彙・表現・組み⽴て⽅法などを提⽰（ヒント）
何もしかけを与えず、「では話してください」では大学⽣でも困難

「話すこと（やり取り）」…. conversation 

   「話すこと（発表）」…. speech

   impromptu→given without notes or preparation
     manuscript→given from a written script, using exact words
                             preparation

   extemporaneous
                        →given with a lot of preparation but the delivery is
                             conversational and notes are rarely used.
              
                                                         

授業の中の短い時間
人数に関係なくできる
⾃発的な内容で話す

毎時間必ずやる
習慣づけ×経験

Impromptu speech
（即興スピーチ）

基本のかたち
・３〜４人のグループ
・発表順を決める
・１人が発表し、１人が記録、

１〜２人が聴衆（eye contact)
※全員参加型の活動にする

・与えられたトピックについて
すぐにスピーチ

・教師はタイムキーパー
・１人「１分」６分で全員が同時

に発表可
・「１分半」でも８分程度
・タイマー、ベル

発表者

記録者 聴衆

Impromptu speech
（即興スピーチ）

評価方法

・教師が全員の評価をするのは
「無理」だとあきらめる︕
・教師も「参加」しちゃう︕
・⽣徒・学⽣は⾃分で評価してい

るもの
・グループ内でも「むずかしかっ

たね」「よかったよ〜」「わた
しなら話せない」など感想を
言っている

・毎回続けてやることで「次は
うまく話したい」という気持ち
が芽⽣えることを期待

難易度の調整

調整できるのは
「時間」と「トピックの内容」
時間
・20秒の準備時間を与える
・【易】1分＜1分30秒＜2分【難】

トピック
・予告し準備させる【易】
・英検の⾯接のトピック【難】

アウトプットにつなげるインプット

「しかけ」※
学習者に使わせたい語彙・表現・組み⽴て⽅法などを提⽰（ヒント）
何もしかけを与えず、「では話してください」では大学⽣でも困難

アウトプットのためのインプットの必要性

“What do you want to be in the future?”
“I want to be a doctor.” 
“I want to be a baseball player!”  

「職業カード」
“What do you want to be in the future? 
“I want to be a doctor to save sick children 
in Africa.

“I want to be an astronaut because I’m 
interested in space.” WORD BY WORD, Second Edition, p. 114, 2007, 

Prentice Hall Regents

astronaut

将来就きたい職業を口に
できるのは⼩学生まで︕

中学生・高校生になったら、引
き当てた職業についてなりたい

理由や目的を考えさせる

アウトプットにつなげるインプット

「しかけ」※
学習者に使わせたい語彙・表現・組み⽴て⽅法などを提⽰（ヒント）
何もしかけを与えず、「では話してください」では大学⽣でも困難

アウトプットのためのインプットの必要性

               “Is it ever OK to lie?”
         

astronaut 

アウトプットにつなげるインプット

“Is it ever OK to lie?”
※「しかけ①」 Information from reading

Q:Skills for Success, Reading and Writing, Second 
Edition, p. 131-132, 2015, Oxford University Press

⾃分の考えに近い
ものを選ぶ

英語で何というか
参考にできる

※「しかけ②」
⽣徒に使わせたい表現、構文、
語彙などを提⽰する
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・トピックは⾃由に選択
・３つの語彙はリストから選択
・２分間話し続ける ・スクリプトを読まない（eye contact)

（おもて） （うら）

contribute to allowance enable

My recent news

※「しかけ」統合的な活動にする︓Speaking→Listening/Note-taking→Writing→Reading

Name: Rumina
Topic: My  recent news
Three keywords: allowance, contribute to, enable

Her recent news was what happened to her in her workplace. She 
works as a tutor at a cram school and teaches Japanese now. in 
her clam school, teachers are evaluated by students using 
questionnaire which has five questions divided into five grades. 
Then, this result contributes to the allowance she can get with her 
salary. She told me that all teachers feel stressful during this 
period. Last month, she fortunately got a perfect score!!!!!!!! I 
guess that her salary is very high now. Before getting perfect 
score, she just could check the answers of the test, but now she 
can stand in front of students and practically teach Japanese to 
students. I am really proud of her and I want to take her lesson. To 
hear this story, I am relieved that the cram school in which I work 
does not have this kind of system and everyone can get the same 
salary!

Speaker’s name
Topic
Three keywords

●Write100 words or more
●Add your comment

※「しかけ」統合的な活動にする︓Speaking→Listening/Note-taking→Writing→Reading

アウトプットにつなげるインプット

「しかけ」※
学習者に使わせたい語彙・表現・組み⽴て⽅法などを提⽰（ヒント）
何もしかけを与えず、「では話してください」では大学⽣でも困難

アウトプットのためのインプットの必要性

“What is an adult?”

アウトプットにつなげるインプット

“What is an adult?”
※「しかけ①」 Information from group members

Q:Skills for Success, Reading and Writing, Second Edition, 
p. 148, 2015, Oxford University Press

友達の意⾒を聞く

※「しかけ②」
⽣徒に使わせたい表現、構文、
語彙などを提⽰する

アウトプットにつなげるインプット
“What is an adult?”

※「しかけ③」 Information from reading

Q:Skills for Success, Reading and Writing, Second Edition, 
pp. 151-152, 2015, Oxford University Press

※「しかけ④」
難しいことをどのように説明するか「読む」ことから学ぶ

「大人」の定義を
知る

アウトプットにつなげるインプット
            “What is an adult?”

      
    ※「しかけ③」  Information from reading

      
         

Q:Skills for Success, Reading and Writing, Second Edition, 
pp. 151-152, 2015, Oxford University Press

※「しかけ④」
難しいことをどのように説明するか「読む」ことから学ぶ
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何を評価するか

「あれもこれもと欲張らない」※ 今回は何を⾒るか

「簡単なスケールで」※ 基本は３段階

「生徒に評価させる」※ 評価表にはサインを

「自分もこのように評価される」※ 目標を明確に

何を評価するか

「あれもこれもと欲張らない」※ 今回は何を⾒るか

◆内容

◆発音

◆姿勢・態度
英語⾳声学を例に…

英語発⾳の評価項目

⾳素

準言語要素超分節⾳素（超⾳素）

⺟音、⼦音

ストレス、リズム、
イントネーション、音のつながり 声の⼤きさ、スピード

Suprasegmental Features Paralinguistic Features
 

Phonemes

英語発⾳評価における15の項目
（大学、英語専攻「英語⾳声学」）

音素
• ⺟音
• ⼆重⺟音
• ⼦音
• ⼦音連続
• アスピレーション

超音素
• 語強勢
• ⽂強勢
• リズム
• イントネーション
• 弱形

準言語要素
• 声の⼤きさ
• 速さ・テンポ
• スムーズ度
• エネルギーレベル
• 明瞭度

段階別評定尺度︓６（Excellent）-５（Very good）-４（Good）-３（Fair）-２（Poor）-１（Very poor）
５（Very good）-４（Good）-３（OK）-２（Need more practice）-１（Come to see me soon!）
５（Good）-３（OK）-１（Come to see me soon!）

英語⾳声学習における指導優先項目（諸説あり）

⺟⾳・⼦⾳
音節・語強勢
⽂強勢
内容語と機能語
ポーズ
ピッチ・イントネーション
⾳のつながり（連結）
音のつながり（脱落）
⾳のつながり（同化） 進⾏同化・逆⾏同化・相互同化
句動詞（⾃動詞・他動詞）
話者の意図と強勢
合成語と名詞連続
感嘆文・最上級・強調語
強勢の移動・弱化・強化
話者の意図とイントネーション 『Sounds Make Perfect』（英宝社）

授業を通して何を生徒に
学ば（練習）させるかを
まず計画し、１つのポイ
ントに絞り理解につなげ
ていく

結果的に1年を通して
いくつかのポイント
が理解され、発音に
活かされることを期
待する

Pre-録音とpost-録音で
「成⻑」や「向上」を確
認するとおもしろい

英
語
⾳
声
学
の
録
⾳
テ
ス
ト

採
点
表

よ
く
ば
り
版

Title:              Date:  
class:       ID:           name:          

(※この採点表では注意すべき点に ✔ しています) 
●母音  ５——４——３——２——１ 

[  iÉ   i  e  Ï   uÉ  u  OÉ  A   ̄ E  ]    [  ei  ou  Oi  ai  au ]           
[  Er  iEr  eEr  uEr  OEr  AEr ] 
 
□母音が r がかっている（舌先が上がっている）     □  口形をしっかりつくる 
口母音が前にでていない・口の中でこもっている          口  最初の母音から次の音へはっきりと移動させる 

 
●子音    ５——４——３——２——１ 

 

 bilabial labio-den. dental alveolar post-alv. palatal velar glottal 
stop pî  p  b   tî  t  d   kî  k  g  
fricative  f    v T    D s    z S    Z   h 
affricate     tS   dZ    
nasal      m   n        N  
lateral    l   :       
semi-V     w        r     j   

 
□ 不必要な母音を挿入しない       □ 調音点で十分な呼気が送られていない 
□ 語末の子音をはっきりていねいに  □ aspiration が不十分            □  口形をしっかりつくる 

  

●強勢（Stress）５——４——３——２——１ 

①第１強勢のある音節（もっと強く・もっと長く・Pitch を上げる） 

②第２強勢のある音節（もっと強く・もっと弱く・もっと長く） 

③第３強勢のある音節（もっとはっきり・もっと弱く・もっと長く・もっと短く） 

④強勢のない音節や語（もっと弱く・もっと短く） ⑤弱形と強形の区別をつける ⑥Linking verb（第３強勢で弱く）

⑦文頭代名詞・文頭から２語目(強くしすぎない)⑧固有名詞(第１) ⑨数序詞(第１)＋名詞(第１) 

⑩第 1 強勢語群(pitch3 を保って) ⑪新情報と旧情報の扱い ⑫対比(第１)  ⑬語強勢の移動 

⑭句動詞(自・他)の強勢パターンの理解 ⑮文強勢の弱化(内容語を弱めに)・強化(機能語を強めに) 

 

●リズムと音のつながり（Rhythm & Smoothness） ５——４——３——２——１ 

①強勢拍リズムがとれていない （内容語と機能語の区別ができていない） 

②連結（Linking）（自然なつながりができていない・そこばかりが強調されている） 

③脱落（Elision）（前の子音の調音がされていない・前の子音の脱落がない）      

④同化（Assimilation） （前の子音で後の音の準備ができていない・相互同化の音がでていない） 

                                   / S  Z  tS  dZ /  

●イントネーション（Intonation） ５——４——３——２——１ 

①文中の Pitch  2-3-2     ②文末の Pitch  2-3-1    ③Yes-No 疑問文末 2-3-3 

④疑問詞疑問文末 2-3-1    ⑤呼びかけ 2-3  3-2  3-1  ⑥列挙 2-3-3/2-3-3/2-3-1 

⑦付加疑問文(同意を求める) 2-3-1/3-1     ⑧pitch3 に上げる位置・３から下げる位置の確認必要 

⑨Pitch がふらついている(全体的に・所々で・特に第２強勢の内容語で pitch があがっている) 

  ⑩Pitch3 に向かって徐々に大きくなるように  ⑪適切なポーズの入れ方(意味のまとまりを考えよ) 
 

●パフォーマンス（Performance） ５——４——３——２——１ 

①コミュニケーションの状況に適した声の大きさが必要  ②聞き手とのアイコンタクトがとれていない 
③適切な話す速度、また必要に応じた速さのコントロールが必要 ④視線をあげて 

⑤会話らしく表現されておらずただ読んでいるだけである   ⑥丁寧な発音を心がけること  

必要な項目だけ取り出して
テストする→評価する
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Model Reading / Word Pronunciation / One Minute Speech / Sight Reading  ID:       Name:        

 OK！（合格ライン） Practice More!（練習必要あり） Note 

Voice Quality 
教室全体に届く発声であったか 

□ 必要に応じた声の大きさであった □ 声が小さかった 

□ 腹式呼吸でしっかりと声をだそう 

 

 注意すべき発音 

Accuracy (Vowels) 
正確な母音の発音ができていたか 

 

□ 全体的に正しい母音の発音ができていた 

□ 顕著な間違いはなかった 

□ 明らかに間違った母音の発音があった 

□ 発音の再確認 

 

i , i É, iEr, e, ei , eEr, Ï ,   
uÉ, u, uEr, ou, OÉ, Oi , OEr, A, AEr, 
ai , au, E, ¯, Er  EÉr   

r のつかない母音で舌先が

上げない 

Accuracy (Consonants) 
正確な子音の発音ができていたか 

 

□ 全体的に正しい子音の発音ができていた 

□ 顕著な間違いはなかった 

□ 明らかに間違った子音の発音があった 

□ 発音の再確認 

□ カタカナ読みになっていた 

p, b, t , d, k, g,  
f , v , T, D, s, z, S, Z, h, tS, dZ,  
m, n, N, l , w, r , j   

子音連続で母音を挟まない 

語末子音ていねいに 

Stress  適切な語強勢、文強勢が

つけられているか 

□ 全体的に適切な語強勢、文強勢であった 

□ メリハリの感じられる読み方であった 

□ 顕著な間違いがなかった 

□ 明らかに語強勢がまちがっていた 

□ 文強勢の位置と強さが適切でなかった 

 

日本語ピッチの影響 

内容語と機能語の区別 

Rhythm and Smoothness 
適切な音のつながりができていたか 

□ 全体的に強勢拍リズムができていた 

□ 全体的に連結・脱落・同化により語が 

適切に（自然に）つながっていた 

□ 英語らしい強勢拍リズムができていなかった   

□ 連結・脱落・同化ができていないために語が切れ切れになっていた 

 

音のつながりの理解 

Intonation and Pause 
イントネーション□ポーズ（意味の区

切り）は適切であったか 

□ 全体的に適切なイントネーションとポー

ズにより「意味のまとまり」を表わすこ

とができていた 

□ イントネーションが明確でなかった  [  2-3-1   2-3-2   2-3-3  ] 

□ ポーズ（意味のまとまり）が適切でなかった 

□ ただ読んでいるだけであった 

 

Performance 
状況に合わせた表現ができていたか 

 

Model Reading / Word Pronunciation 

□ 全体的に自信をもってモデルを示すこと

ができていた 

□ 全体的に表現する工夫がうかがえた 

 

□ 自信がなさそうに感じられた 

 

□ 表現する工夫はうかがえなかった 

Sight Reading 

□ 的確な判断で初見の文章を読むことが 

できた 

□ 聞き手に理解しやすい読み方ができた 

 

 

□何を読んでいるかわかりづらい 

 

□単語の発音の確認要 

One Minute Speech 

□ 視線を生徒に向けていた 

□ 原稿を見ずにできた 

□ 時間内におさめることができた 

 

□ 視線は何とか生徒に向いていた   □ 視線を生徒に向けていたとはいえなかった 

□ 原稿に頼っていた 

□ 何とか時間内におさめた         □ 時間内に終わらなかった 

 

自分の問題点に気づき、毎日の練習で克服していこう。 

必要な項目だけ取り出して
テストする→評価する

何を評価するか

「簡単なスケールで」※ 基本は３段階

段階別評定尺度︓

６（Excellent）-５（Very good）-４（Good）-３（Fair）-２（Poor）-１（Very poor）

５（Very good）-４（Good）-３（OK）-２（Need more practice）-１（Come to see me SOON!）

５（Very Good）-３（OK）-１（Come to see me SOON!）

A – B - C

何を評価するか

「自分もこのように評価される」※ 目標を明確に

「生徒に評価させる」※ 評価表には評価者のサインを

【作成した教材の提出前チェックリスト】教育実習・英語科教科教育法

学⽣同士でチェックしたも
のを提出させます。
かなり助かります︕

英
語
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録
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テ
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採
点
表
（
例
）

【模擬授業の評価表（学⽣⽤）】教育実習・英語科教科教育法
３年次合格点４年次合格点

評価者にサインさせコメント
に責任を持たせる

Good Aspects
単に「よかった」
とほめるだけにし
ない。
「何がよかった
か」を具体的に評
価する。

Any Suggestions?
「どこが改善され
たらよりよくなる
か」を書くように
する。厳しいコメ
ントが次の発表に
つながる。
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評価点まで
計算してもらう︕

評価するということ

「自己評価」
pre-, post- ⽐較︓同じ課題を学年始め（4月）と学年末（2月）
記録（録画）︓ビデオやスマホ、 iPadなどを⼿軽に利⽤
記録（録⾳）︓CALL教室で録⾳し⾳声ファイルを提出、スマホで録⾳

「記録は語る」
メタ認知知識︓⾃分の短所や⻑所など、⾃分⾃⾝について知っている知識
メタ認知技能︓メタ認知的知識を把握した上で、現在の⾃分⾃⾝がどうか

確認したり、対策を講じたりする能⼒

⾃律学習・⾃⽴学習・⽣涯学習

参考⽂献
・Higgs, T. V. & Clifford, R. (1982). The Push Toward Communication,

in Theodore V. Higgs (ed.) Curriculum, Competence, and the
Foreign Language Teacher ACTFL Foreign Language
Education Series. 57-79. 

・今井由美⼦ (2019). 「スピーキング能⼒向上を目指すEFL学習者が知って
おくべき８つのこと」 Asphodel, 54, 同志社⼥⼦⼤学英語英⽂学会.

・今井由美⼦・井上球美⼦・井上聖⼦・⼤塚朝美・高谷華・上田洋⼦・
米田信⼦（2010）『Sounds Make Perfect』英宝社．

・⻄岡加名恵 (2016).『教育とカリキュラムの総合設計』図書⽂化．

・投野由紀夫 (2015). 『発信⼒をつける新しい英語語彙指導』⼩学館.

・『Q:Skills for Success, Reading and Writing』 Second Edition,
Oxford University Press

・『WORD BY WORD』 Second Edition, Prentice Hall Regents
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